
北海道コカ･コーラグループのビジネス基盤

Sustainability Report 2023
27

Sustainability Report 2023
28

コーポレート・ガバナンス体制
　当社は企業倫理とコンプライアンス（法令順守）の重要性を認
識して、企業の社会的責任を果たすことを経営上の最も重要な課
題のひとつに位置づけています。そのために、お客さま、株主、
従業員、取引先、地域の皆さまなど、当社と関わるさまざまなス
テークホルダー(利害関係者)と、メリットや信頼を持続的に共有
できる関係づくりを重視しています。さらに、的確な経営の意志
決定とそれに基づく業務遂行、適正な監督・監査体制の充実に取
り組み、つねにコーポレート・ガバナンスの総合的なレベルアップ
に努めています。

内部統制システム
　当社は、2006年に施行された会社法に基づき、「業務の適正を
確保するための体制の基本方針」について取締役会決議を行い、
あわせて内部統制システムの強化と、社会的信頼の獲得に資する
ことを目的とした、「北海道コカ･コーラグループコンプライアンス
管理基本規定」を制定しています。
　またステークホルダーに対する適切な情報開示とグループ経営
基盤強化の一環として、金融商品取引法に対応する「内部統制の
基本方針書」を制定して、財務報告に関わる内部統制の適切な整
備・運用及びその評価・報告を継続して行っています。

諮問委員会
　取締役及び監査役候補者の指名、執行役員の選任及び解任、
取締役及び執行役員の報酬など、経営上とりわけ重要な事項に関
する検討に当たっては、その決定プロセスの客観性・透明性・公
正性を確保するために、独立社外役員を主な構成員とする諮問委
員会を設置しています。

人権の尊重
　事業の長期的な成功には、良き企業市民であることが不可欠
です。この精神は、当社の職場はもとより、当社事業に直接供
給を行う認定サプライヤーの職場内の関係や行動にも反映され、
当社はすべてのステークホルダーの基本的人権が尊重される事業
と企業風土の醸成に取り組んでいます。基本的人権を守ることは、
人種や国籍、性別、性的指向、性自認、出身、社会的身分、信条、
宗教、障がい、身体的特徴などを理由とした差別や、セクシャル
ハラスメント、パワーハラスメントを防ぐことにほかなりません。
当社は、変化を重ねる時代の価値観の領域で人権を軸に据えて、
より多様性のある社会の一員として企業活動を展開しています。 

社外取締役・社外監査役
　経営の意思決定や執行を監視・監督し取締役会の実効性を客
観的立場でチェックするガバナンスを守るために、当社では社外
取締役3名、社外監査役2名を選任しています。選任は一般株主
と利益相反が生じないよう、金融商品取引所の定める判断基準
などを参考に、株主総会に諮り決定されます。取締役会は、社
外取締役3名を含む9名で構成されており、取締役全体の3分の1
以上が社外取締役で構成されています。社外取締役は取締役会
において、客観的な立場から経営の意思決定に参画します。
　また監査役会は社外監査役2名を含む4名で構成されており、
社外監査役は効率的な経営の意思決定に資するため、長期的で
広い見解や意見を客観的立場で交わすほか、取締役の職務執行
について監査役会の定めるルールに従い監査を実施し、必要に応
じて業務執行に関する報告を求めています。 

危機管理体制の強化
　天災や製品事故などの緊急事態に遭遇した場合は、当社の
「リスクマネジメント方針」に基づき、リスクマネジメント委員
会が主導してただちに部門横断的な対応に当たります。ベース
には、コカ･コーラシステムがリスクマネジメント及び危機管理
プログラムとして定めているIMCR(Incident Management & 

ようにIMCRトレーニングを毎年定期的に開催しています。
Crisis Resolution)があり、その思想と手法が全社員に浸透する

北海道コカ・コーラグループ危機管理体制
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BCP（事業継続計画）の策定
　北海道のライフラインの一端を担う企業としての責任を果たすために、以下のポリシー
を掲げ、2015年にBCPを策定しました。 

1北海道の生活者に安心・安全な製品・サービスを安定的に供給する。
2事業継続に重要な資産（人・組織、製品・マーケット、情報、インフラ、財務）の復旧・
　 保護を優先的に実行する。

　2018（平成30）年北海道胆振東部地震の際は、このBCPに基づき安定的な製品供給に
向けて取り組みました。 非常用発電機

IMCRトレーニング
　IMCRは、コカ･コーラシステムの資産保護戦略で、世界共通のリスクマネジメント及び
危機管理プログラムです。北海道コカ･コーラグループでは年2回、プログラムの浸透やグ
ループ間の連携強化、そして意志決定手順の共有と練達を目指して、このIMCRトレーニン
グを行っています。

【判断演習】  問題事象発生時の初期判断、初期対応、報告、初期コミュニケーションなど、
的確に対応するための手法を学ぶ
【リスク査定演習（基礎編）】  品質事故事例に対する初期対応と部門連携の重要性について
シミュレーションを通じて学ぶ
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コーポレート・ガバナンス リスクマネジメント
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(                      )自律的に実施、
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コーポレート・ガバナンス及び内部統制の模式図

協力会社北海道コカ・コーラボトリング（株）　リスクマネジメント委員会

北海道コカ･コーラリテール＆ベンディング（株）

北海道コカ・コーラプロダクツ（株）

幸楽輸送（株）

北海道サービス（株）

北海道ベンディング（株）

リスクマネジメント委員会

リスクマネジメント委員会

リスクマネジメント委員会

リスクマネジメント委員会

リスクマネジメント委員会

コカ･コーラ オペレーティング リクワイアメント

Requirements）」と呼ばれる独自のマネジメントシステムによっ
て、世界共通のオペレーション管理と品質管理を行っています。
KOREは、原材料の調達から製造、物流、そして販売にいたるす
べての過程で、「品質」と「食品安全」、「環境」および「労働安全
衛生」に関する国際規格ISOや各種法令の要求事項を満たしなが
ら、さらに厳しい基準を網羅したシステムです。加えて、社外第
三者からの客観的評価を加えるために、審査登録機関が各項目
の要求事項に対するパフォーマンス測定を少なくとも年に1回実
施することで、コカ･コーラシステムにおけるマネジメントシステム
の公明・公正な運用が保証されています。

コカ･コーラシステムでは、「KORE（Coca-Cola Operating
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